


トランザクションは正常な取引として処理されます。 

 

トークン化有価証券のリスクについて 

・ 著しい社会秩序の混乱、発行体の事情等によっては、取扱証券会社の判断等により売買を停止し、取引が実

施されない可能性があります。このため、お客様がトークン化有価証券を売却（または購入）しようとする

際に、希望する時期に希望する価格で売却（または購入）することができない可能性があります。 

・ サイバー攻撃等による不正取引により、所有者原簿が書き換えられ、実際の権利関係と所有者原薄の記録に

乖離が生じる可能性、所有者がトークン化有価証券に係る権利を受けられない可能性および希望する時期に

トークン化有価証券を売却できない可能性があります。 

・ 原簿管理者が管理するシステムや当該システムの利用にあたり使用する通信回線に重大な障害等が発生し、

所有者原簿の記録に遅延が生じた場合等には、当事者が当初想定した時点でトークン化有価証券の譲渡の効

力が発生しない可能性があります。 

 

1 ブロックチェーンを用いて、発行・記録・移転を行う、デジタルな有価証券 

2 公開鍵暗号技術の一種である「デジタル署名」に利用する、本人のみが知り得るデータでパスワードに近いもの。デジタル署名を行うことにより

トランザクション内容の改ざんを検知することができる。再発行をすることはできない 

3 ネットワークの参加者間で権利の移転を相互認証し、暗号技術を使って実質的に改ざん不可能な形で台帳を共有する、分散型台帳技術の一種。 

4 価値データを移転する記録 

5 プラットフォームのネットワークに接続するコンピュータ等の端末 
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